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現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
の
有
効
期
限
は
９
月
30
日
(土)
で
す
。
新
し

い
被
保
険
者
証
は
、
９
月
20
日
(水)
に
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
あ
て
に
発
送

し
ま
す
。
配
達
の
際
は
、
加
入
者
の
み
な
さ

ん
に
確
実
に
お
届
け
す
る
た
め
、
受
け
取
り

確
認(

受
領
印
が
必
要)

を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
不
在
に
よ
り
不
在
配
達
通
知
書
を
受
け

取
っ
た
場
合
は
、
通
知
書
に
書
い
て
あ
る
連

絡
先
へ
連
絡
し
、
被
保
険
者
証
を
受
け
取
っ

て
く
だ
さ
い
。
新
し
い
被
保
険
者
証
の
取
り

扱
い
は
、
同
封
の
通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
短
期
被
保
険
者
証
、
被
保
険
者
資

格
証
明
書
を
お
持
ち
の
世
帯
に
は
、
後
日
通

知
し
、
国
保
年
金
課
で
直
接
お
渡
し
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

国
保
年
金
課
国
保
年
金
資

格
担
当tel(

８
６
６)

２
０
９
７

稲
わ
ら
・
も
み
殻
焼
き
の
煙
は
健
康
に
害

を
及
ぼ
し
、
毎
年
た
く
さ
ん
の
か
た
が
困
っ

て
い
ま
す
。

市
で
は
、
飯
島
、
外
旭
川
、
上
北
手
、
仁

井
田
地
区
を
、
稲
わ
ら
焼
却
防
止
重
点
地
域

と
し
て
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、
生
活
環
境

を
損
な
う
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、
稲
わ
ら
・

も
み
殻
の
焼
却
を
中
止
す
る
よ
う
求
め
ま

す
。
稲
わ
ら
・
も
み
殻
は
焼
却
せ
ず
、
堆
肥

な
ど
に
有
効
利
用
す
る
な
ど
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

環
境
保
全
課tel(

８
６
６)

２
０
７
５
　

地
域
農
業
推
進
室tel(

８
６
６)

２
４
６
２

10
月
１
日
(日)
、
全
国
一
斉
に
「
事
業
所
・

企
業
統
計
調
査
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調

査
は
国
や
都
道
府
県
、
市
区
町
村
な
ど
が
こ

れ
か
ら
の
行
政
を
考
え
て
い
く
う
え
で
、
大

切
な
基
礎
資
料
と
な
る
も
の
で
す
。
９
月
下

旬
か
ら
各
事
業
所
、
店
舗
な
ど
に
調
査
員
が

う
か
が
い
、
調
査
票
を
お
届
け
し
ま
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

情
報
政
策
課

tel(

８
６
６)

１
９
６
４

秋
田
労
働
局
で
は
、
身
近
な
個
別
の
労
働

問
題
に
対
し
て
、
①
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ

ー
で
の
情
報
提
供
・
相
談
②
労
働
局
長
に
よ

る
助
言
・
指
導
③
紛
争
調
整
委
員
会
に
よ
る

あ
っ
せ
ん
な
ど
を
無
料
で
行
い
、
解
決
の
促

進
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

相
談
内
容
　
職
場
で
の
い
じ
め
、
不
当
解
雇
、

セ
ク
ハ
ラ
に
対
す
る
慰
謝
料
請
求
な
ど
　

■
相
談
窓
口(

土
・
日
・
祝
日
を
除
く)

秋
田
労
働
局
総
務
部tel(

８
８
３)

４
２
５
４

MATION
●市　役　所　か　ら　の　お　知　ら　せ

INFOR-

事
業
所
・
企
業

統
計
調
査
に
ご
協
力
を

３
職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
を

ご
相
談
く
だ
さ
い

４

赤れんが郷土館の臨時休館…赤れんが館コンサートの開催準備・後片づけのため、
９月29日(金)、10月２日(月)は、臨時休館します。赤れんが郷土館tel(864)6851

稲
わ
ら
・
も
み
殻
の

焼
却
を
や
め
ま
し
ょ
う

２

問い合わせ 生活課tel(866)2074

申
し
込
み

申込多数の場合は10月13日(金)午前10時
から、市文化会館４階の第４会議室で
公開抽選により決定します

対
　
象

市内に住所または本籍があり、遺骨があ
りながら墓地がなく、寺院や自宅に保管
しているかた(分骨は除く)。抽選後、保
証人(市内に住所があり、独立した生計を
営むかた)の届け出が必要です

市営墓地使用者を
募集します

平和公園墓地16区画

※永代使用料は一括納付、管理手数料は今年
度分から納入となります

抽
選

使
用
料
な
ど

環境業務課
tel(863)6631

９月18日(月)の「敬老の
日」は、家庭ごみと資源
化物を収集します。収集
日にあたっている地区の
かたはお忘れなく。

祝日の
ごみ収集

問い
合わせ

９月25日(月)から10月10日(火)まで、生活
課、土崎・新屋支所、市民サービスセン
ター、河辺・雄和市民センターにある申
請用紙に必要事項を記入し、直接上記の
窓口へ。申請用紙は９月19日(火)からお
渡しします。※申し込みは１人１区画

国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
証
を

お
送
り
し
ま
す

１



家庭ごみの重さの約半分は水分です。水分
の多いごみを燃やすためには燃料がたくさん
必要となります。三角コーナーや水切り袋を
活用するなど、水切りを心がけましょう

(

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分)

秋
田
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー(

秋
田
労
働

基
準
監
督
署
内)tel(

８
６
５)

３
６
７
１

(

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分)

機
械(

主
に
８
〜
13
㌧
級
除
雪
ド
ー
ザ)

で

除
排
雪
作
業
な
ど
を
す
る
「
オ
ペ
レ
ー
タ
」、

お
よ
び
除
雪
車
両
の
誘
導
や
安
全
確
保
な
ど

を
行
う
「
オ
ペ
レ
ー
タ
助
手
」
を
募
集
し
ま

す
。
オ
ペ
レ
ー
タ
は
大
型
特
殊
免
許
を
お
持

ち
で
、
車
両
系
建
設
機
械
運
転
技
能
講
習
を

修
了
し
た
か
た(

応
募
多
数
の
場
合
、
経
験

者
を
優
先
。
実
技
、
面
接
あ
り)

、
オ
ペ
レ

ー
タ
助
手
は
普
通
免
許
を
お
持
ち
の
か
た

(

採
用
人
数
に
達
し
次
第
、
募
集
締
め
切
り
。

面
接
あ
り)

が
対
象
で
す
。

採
用
人
数
▼
各
54
人

雇
用
期
間
▼
12
月
１
日
(金)
〜
３
月
31
日
(土)

就
業
時
間
▼
日
勤
は
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分
、
夜
勤
は
午
後
９
時
30
分
〜
午
前

６
時
15
分
で
、
週
40
時
間
の
交
代
制
。
土
・

日
・
祝
日
勤
務
、
時
間
外
勤
務
あ
り

賃
金(

社
会
保
険
料
な
ど
を
含
む)

▼
オ
ペ
レ

ー
タ
は
月
額
20
万
円
。オ
ペ
レ
ー
タ
助
手
は
、

日
勤
５
千
100
円(

日
額)

、
夜
勤
６
千
375
円(

日

額)

。
通
勤
手
当
あ
り

●
申
し
込
み

９
月
19
日
(火)
か
ら
９
月
29
日

(金)
ま
で
、
道
路
維
持
課
に
あ
る
申
込
書
に
健

康
診
断
書(

血
圧
、
身
長
、
体
重
、
医
師
の

所
見
を
記
載)

を
添
え
て
同
課
へ
。

●
問
い
合
わ
せ
　
道
路
維
持
課

tel(

８
６
４)

３
６
４
３

秋田市の産業をもっと元気に！

●事業を営んでいない個人または団体で、
秋田市内で経営資源を活用した事業を
開始する具体的な計画があるかた

●個人または中小企業などで、現在、秋田市内で経営
資源による事業を実施しているか、それを用いて新
分野への事業を開始する具体的な計画があるかた

工業労政課、河辺・雄和市民センターにある申込用紙
で、10月16日(月)までにお申し込みください。申込用
紙はホームページからもダウンロードできます。

工業労政課tel(866)2114

募
集
数
・
応
募
要
件

応
募
方
法

問い合わせ

シーズ活用チャレンジャーを募集

県営の①～④ 県立野球場tel(883)1101
県営の⑤～⑦ 県営トレーニングセンター

tel(886)4141
市営施設 八橋陸上競技場tel(823)1472

■屋内体育施設
申し込みは各施設へ。
県立体育館tel(862)3782
県立総合プールtel(895)5056
県立武道館tel(862)6651 

申し込みは市立体育館tel(866)2600
市立体育館　茨島体育館　土崎体育館　
河辺体育館　雄和体育館　雄和南体育館

市
営

申
し
込
み

県
営

生ごみの水切りで
ごみ減量にご協力を！

次のいずれかに該当するかた１者
(書類・面接審査により決定します)

シーズ活用チャレンジャーを募集

除
雪
の
オ
ペ
レ
ー
タ
・

オ
ペ
レ
ー
タ
助
手
を

募
集
し
ま
す

５

地域の特産・地場産業となる事業の経営資源“シーズ
(種)”を活用して、事業のスタートや成長をめざす「シー
ズ活用チャレンジャー」になりませんか。“経営資源”は、
特産品、風土、伝統、文化などで、秋田市にゆかりのある
ものならなんでもOK。現役会社経営者などによる「開発
支援サポーター」の指導・支援を無料で受けることができ
ます。詳しくは、工業労政課へ。
ホームページ　http://www.city.akita.akita.jp/city/in/

pr/seeds/bosyu_challenger.htm

広報あきた ９月16日号09

▲
▲

▲

■屋外体育施設

平成19年度県・市体育施設

団体使用の申込受付
平成19年度に下記の施設で、国際・全国・東北規
模の大会・行事を予定している団体が対象です。
市スポーツ振興課、八橋陸上競技場、市立体育館、
県立体育館、県立総合プール、県立武道館、県立
野球場、県営トレーニングセンターにある申込書
に、大会・行事の開催要項を添えて、10月６日
(金)(期日厳守)までお申し込みください。
秋田わか杉国体開催のため、利用できない期間

があります。各施設へご確認ください。

①八橋陸上競技場　②八橋硬式野球場　
③八橋球技場　④第２球技場　⑤多目的グ
ラウンド(軟式野球、ソフトボール、陸上・
投てき) ⑥八橋テニスコート(砂入り人工
芝６面、グリーンサンド４面) ⑦相撲場
⑧勝平市民グラウンド　⑨河辺岩見三内野
球場　⑩河辺和田野球場　⑪河辺戸島野球
場　⑫雄和新波野球場　⑬雄和花の森野球
場　⑭スポパークかわべ　※①③…芝生フィ
ールドの利用開始は５月からの予定。原則１日２

試合まで。⑭…利用開始は６月からの予定。サッ

カー場・多目的広場の使用は原則１日２試合まで。

市
営

県
営

①県立野球場(こまちスタジアム)
②向浜運動広場(野球広場) ③向浜運動広
場(テニスコート) ④新屋運動広場(ラグビ
ー・サッカー場) ⑤県立中央公園球技場
⑥県立中央公園運動広場　
⑦県立中央公園テニスコート　
※①…利用開始は５月中旬以降の予定で、１日２
試合まで。原則公式試合。⑤⑥…利用開始は６月
からの予定で、１日３試合まで。原則公式試合。


